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プロセス改善 
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変化 

プロセス改善 
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 変化への 

「抵抗の６階層」 
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抵抗の6階層 # 合意の6ステップ 

問題を認めない 1 問題に合意する 

解決策の方向性 
に合意できない 

2 解決策の方向性 
に合意する 

解決策が問題を 
解決できると思わない 

3 解決策で問題を 
解決できることに合意する 

解決策を実行すると 
副作用が生じる 

4 解決策により重大な副作用
がないことに合意する 

解決策の実行を妨げる 
障害がある 

5 解決策の実行を妨げる障害
の克服方法に合意する 

未知のことへの 
恐怖感がある 

6 未知のことへの 
恐怖感を克服する 
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モデルベース型 
プロセス 

改善 

改善効果 
を挙げる 

解決策 
を重視する 
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# 合意の6ステップ 

1 問題に合意する 

2 解決策の方向性 
に合意する 

3 解決策で問題を 
解決できることに合意する 

4 解決策により重大な副作用
がないことに合意する 

5 解決策の実行を妨げる障害
の克服方法に合意する 

6 未知のことへの 
恐怖感を克服する 

モデルベース型 
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やらされ感 
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モデルベース型 

「やらされ感」が出ることがある 

プロセス 

改善 

改善効果 
を挙げる 

解決策 
を重視する 
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問題解決型 プロセス 

改善 

抵抗要因 
を作らない 

問 題 
を重視する 
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# 合意の6ステップ 

1 問題に合意する 

2 解決策の方向性 
に合意する 

3 解決策で問題を 
解決できることに合意する 

4 解決策により重大な副作用
がないことに合意する 

5 解決策の実行を妨げる障害
の克服方法に合意する 

6 未知のことへの 
恐怖感を克服する 

モデルベース型 

問題解決型 
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品質の高い製品を

納期通りにリリース

したい

納期を守らなければ

いけないと思う

客先トラブルを防ぐ

部分理解でコーディ

ングしなければなら

ない

全体を理解している

と間に合わない

品質を維持しなけれ

ばならないと思う

全体理解でコーディ

ングしなければなら

ない

回収騒ぎを起したく

ない

結合して動かしてみ

ると動かない
潜在バグが多い

直近の納期が重要

多くの場合，

部分理解でコーディ

ングしなければなら

ベースソースの知識

が不足していく

担当者任せになって

いる

他人のソースコード

を理解できない

UDE1:

ソースコードが傷ん

でいる

UDE2:

変更はずしが頻繁

に発生している

UDE3:

変更に時間がかか

る

UDE4:

デバッグに時間が

かかる

UDE5:

見付け次第ソース

コードを変更してい

UDE6:

動いていたシステム

が止まることがある

UDE7:

試作の回数が多い

UDE8:

見積りの精度が悪

い

UDE9:

(わずかな変更でも)

納期をはずす

UDE10:

開発者が思考を止

めている(楽しくない)

変更のチェックがで

きない

変更がドキュメント

に表現されていない

「思い込み」と「勘違

い」でソースコードを

変更している ソースコードが読み

にくい

設計試走が崩れて

いる

ソースコードとドキュ

メントが乖離する

変更の影響範囲が

わからない

複数の人が同時に

ソースコードを変更

する

手戻りが増える

いなくなる

動かしてみないと評

価できない

ソースコードを読む

技術のない人が多

い

1

5

1

2

3

4

2

3

4
6

5

6

プロジェクト計画書

が書けない

データを取っていな

い

なんとなく関連

人員：6名 (発表者含め) 

期間：2日間 (合宿) 

備考：発表者は 
TOC思考プロセスの専門資格
(TOC-ICO Jonah)を有する 

・めっちゃ複雑 
・説明しづらい 
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問題分析・改善 

スキルが必要 
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問題解決型 

当事者にスキル・時間を要求する 

プロセス 

改善 

抵抗要因 
を作らない 

問 題 
を重視する 
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プロセス 

改善 

抵抗要因 
を作らない 

改善効果 
を挙げる 

解決策 
を重視する 

問 題 
を重視する 
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「伝わる」 
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マフィアオファー 
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プロセス 

改善 

抵抗要因 
を作らない 

改善効果 
を挙げる 

解決策 
を重視する 

問 題 
を重視する 
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プロセス 

改善 

抵抗要因 
を作らない 

改善効果 
を挙げる 

解決策 
を重視する 

問 題 
を重視する 

解決策に適合する 

問題の存在を 

質問する 
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# 合意の6ステップ 

1 問題に合意する 

2 解決策の方向性 
に合意する 

3 解決策で問題を 
解決できることに合意する 

4 解決策により重大な副作用
がないことに合意する 

5 解決策の実行を妨げる障害
の克服方法に合意する 

6 未知のことへの 
恐怖感を克服する 

モデルベース型 

問題解決型 

マフィアオファー 
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質問 

© Hitachi, Ltd. 2014. 



© Hitachi, Ltd. 2014. 

考える 
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やらされ感 
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キーポイント 

改善推進者が 

問題分析を担う 
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モデルベース型 問題解決型 マフィアオファー 

解決策の効果 
◎ 

効果的な 
既知手法 

△ 
問題分析 
スキル次第 

○ 
既知手法な
ので効果あり 

やらされ感の 
発生しやすさ 

△ 
出ること 
がある 

◎ 
出にくい 

○ 
比較的 
出にくい 

問題分析・改善
スキルの必要性 

× 
当事者(？) 

× 
当事者 

○ 
改善推進者
が代行 
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改善推進者が 

問題分析を担う 

レシピ 
  (手順) 

   が必要!! 
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ステップ4： 
副作用 

 
解決策により重大な副作用がないこ

とに合意する 

ステップ1： 
問題 

 
問題に合意する 

ステップ3： 
解決策 

 
解決策で問題が
解決されることに
合意する 

ステップ5： 
障害 

解決策の実行を妨げる障害を克服する方法に合意する 

ステップ2： 
方向性 

解決策の方向性に合
意する 
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マフィアオファーシート 
作成ステップ 

1)価値提案作成 
3から1を作る 

2) 競合戦略作成 
1から2を作る 

3) 懸念対応 
 &営業プロセス作成 
4と5を作る 

※3から1や2を作るので 
  「仮説検証」が必要になる 

# 合意の6ステップ 

1 問題に合意する 

2 解決策の方向性 
に合意する 

3 解決策で問題を 
解決できることに合意する 

4 解決策により重大な副作用
がないことに合意する 

5 解決策の実行を妨げる障害
の克服方法に合意する 

6 未知のことへの 
恐怖感を克服する 
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ステップ4： 
副作用 

 
解決策により重大な副作用がないこ

とに合意する 

ステップ1： 
問題 

 
問題に合意する 

ステップ3： 
解決策 

 
解決策で問題が
解決されることに
合意する 

ステップ5： 
障害 

解決策の実行を妨げる障害を克服する方法に合意する 

ステップ2： 
方向性 

解決策の方向性に合
意する 
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問題質問 良い状態 客観的特徴 

ステップ3 
顧客の良い状態を 
裏返して顧客の困り
事を書き出す 

問題質問(A) 

問題質問(B) 

問題質問(C) 

ステップ2 
客観的特徴が直接実
現できる顧客の良い
状態を書き出す 

(a)で実現できる 

良い状態 

(b)で実現できる 

良い状態 

(c)で実現できる 

良い状態 

ステップ1 
提案技術の客観的
特徴を3つ選ぶ 

客観的特徴(a) 

客観的特徴(b) 

客観的特徴(c) 
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問題質問 
(A) 

問題質問 
(B) 

問題質問 
(C) 

重大質問 
(X) 

重大質問 
(Y) 

重大質問 
(Z) 

ターゲット
顧客の株主
の不満足 

ターゲット
顧客の従業
員の不満足 

ターゲット
顧客の市場
の不満足 
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潜在ニーズ 

顕在ニーズ 

ターゲット 
確認質問 

問題質問 

重大質問 

良い状態 

製品説明 
(コンセプト文) 

ビジョン(得られる利益)の共有 

提案者 顧客 

重大質問 

問題質問 
良い 
状態 

製品説明 

ターゲット確認 
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# 合意の6ステップ 

1 問題に合意する 

2 解決策の方向性 
に合意する 

3 解決策で問題を 
解決できることに合意する 

4 解決策により重大な副作用
がないことに合意する 

5 解決策の実行を妨げる障害
の克服方法に合意する 

6 未知のことへの 
恐怖感を克服する 
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モデルベース型

「やらされ感」が出ることがある

プロセス

改善

改善効果
を挙げる

解決策
を重視する
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問題解決型

当事者にスキル・時間を要求する

プロセス

改善

抵抗要因
を作らない

問 題
を重視する
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プロセス

改善

抵抗要因
を作らない

改善効果
を挙げる

解決策
を重視する

問 題
を重視する

解決策に適合する
問題の存在を

質問する
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社内提案 
してもらえる 

マフィアオファーシートの利点 

簡潔 
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「伝わる」 
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事例 
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XDDPとは， 

派生開発において，品質低下，納期遅延の
問題に対処する手法． 
 
従来の変更箇所を見付け次第変更するといった

開発とは異なり，コーディングを留保し，その
間で徹底的にレビューを行うことで，手戻りがな
くなるため，納期も守りながら品質も維持する
ことが可能になる． 
 
そのための効率的なドキュメント(変更3点セット)
や変更プロセスを含んでいる． 
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ハードル(抵抗感)がある 
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品質の高い製品を

納期通りにリリース

したい

納期を守らなければ

いけないと思う

客先トラブルを防ぐ

部分理解でコーディ

ングしなければなら

ない

全体を理解している

と間に合わない

品質を維持しなけれ

ばならないと思う

全体理解でコーディ

ングしなければなら

ない

回収騒ぎを起したく

ない

結合して動かしてみ

ると動かない
潜在バグが多い

直近の納期が重要

多くの場合，

部分理解でコーディ

ングしなければなら

ベースソースの知識

が不足していく

担当者任せになって

いる

他人のソースコード

を理解できない

UDE1:

ソースコードが傷ん

でいる

UDE2:

変更はずしが頻繁

に発生している

UDE3:

変更に時間がかか

る

UDE4:

デバッグに時間が

かかる

UDE5:

見付け次第ソース

コードを変更してい

UDE6:

動いていたシステム

が止まることがある

UDE7:

試作の回数が多い

UDE8:

見積りの精度が悪

い

UDE9:

(わずかな変更でも)

納期をはずす

UDE10:

開発者が思考を止

めている(楽しくない)

変更のチェックがで

きない

変更がドキュメント

に表現されていない

「思い込み」と「勘違

い」でソースコードを

変更している ソースコードが読み

にくい

設計試走が崩れて

いる

ソースコードとドキュ

メントが乖離する

変更の影響範囲が

わからない

複数の人が同時に

ソースコードを変更

する

手戻りが増える

いなくなる

動かしてみないと評

価できない

ソースコードを読む

技術のない人が多

い

1

5

1

2

3

4

2

3

4
6

5

6

プロジェクト計画書

が書けない

データを取っていな

い

なんとなく関連

人員：6名 (発表者含め) 

期間：2日間 (合宿) 

備考：発表者は 
TOC思考プロセスの専門資格
(TOC-ICO Jonah)を有する 

・めっちゃ複雑 
・説明しづらい 
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XDDPマフィアオファーシート 
                    に基づいて 

提案試行 

・対象者：AFFORDD第1究会メンバーの 
組織の開発者&勉強会参加者 

・アンケート回答者：22名 

・調査方法：アンケート 
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XDDPを 
やってみたい
と思います
か？ 

非常に 
そう思う 

3名 

そう思う 
16名 

そう思わない 
3名 
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#    合意の6ステップ 

1 問題に合意する 

2 解決策の方向性 
に合意する 

3 解決策で問題を 
解決できることに合意する 

4 解決策により重大な副作用 
がないことに合意する 

5 解決策の実行を妨げる 
障害の克服方法に合意する 

6 未知のことへの 
恐怖感を克服する 

XDDP 
やってみたい 

XDDP 
やりたくない 
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Q1 提案を受ける前よりXDDPを導入してみたいですか？ 
Q2 提案を受ける側としてどの提案方法が合意しやすいと思いますか？ 
Q3 提案をする側として，どの提案方法が合意を得やすいと思いますか？ 
Q4 ご自身の組織や他者にマフィアオファーできると思いますか？ 

XDDPマフィアオファーワークショップ アンケート結果 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Q1 

Q2 

Q3 

Q4 

そう思う 

そう思う 

マフィアオファー 

マフィアオファー 

無回答 

無回答 

無回答 

無回答 

そう思わない 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Q1 

Q2 

Q3 

Q4 そう思う 

そう思う 

マフィアオファー 

マフィアオファー 

無
回
答 

無
回
答 

無
回
答 

無
回
答 

非常にそう思う 

非常にそう思う 
そう思わない 

アフォードフォーラム(2014/2/21) 派生開発カンファレンス2014(2014/6/6) 
アンケート回答数:7名 アンケート回答数:8名 
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【提案】 

マフィアオファーを 

プロセス改善に 

応用してみては？ 

© Hitachi, Ltd. 2014. 



© Hitachi, Ltd. 2014. 



© Hitachi, Ltd. 2014. © Hitachi, Ltd. 2014. 



© Hitachi, Ltd. 2014. © Hitachi, Ltd. 2014. 



© Hitachi, Ltd. 2014. © Hitachi, Ltd. 2014. 

？ 



© Hitachi, Ltd. 2014. 

301会議室 




